
　

衛
生
行
政
報
告
例
は
、

衛
生
関
係
諸
法
規
の
施
行

に
伴
う
、
各
都
道
府
県
、

指
定
都
市
お
よ
び
中
核
市

に
お
け
る
衛
生
行
政
の
実

態
を
把
握
し
、
衛
生
行
政

運
営
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
に
、
厚
生
労

働
省
が
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、「
建
築
物
に

お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確

保
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
く
特
定
建
築
物
の
届
出

数
は
、
合
計
４
万
６
７
５ 

６
件
で
、
前
年
度
比
１
・

２
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

用
途
別
で
は
、「
事
務

所
」
が
１
万
９
１
２
８
件

と
最
も
高
い
割
合
で
、
次

い
で
「
店
舗
」
１
万
23
件
、

「
旅
館
」６
５
２
６
件
、「
学

校
」
４
１
５
９
件
、「
百
貨

店
」
１
８
６
６
件
、「
興
行

場
」
１
２
２
３
件
、「
そ
の

他
」
は
３
８
３
１
件
で
し

た
。こ
の
う
ち
、「
百
貨
店
」

の
み
が
前
年
度
届
出
数

（
１
８
７
５
件
）
を
下
回

り
ま
し
た
（
表
１
）。

　

排
水
管
清
掃
業
の
登
録

営
業
所
数
は
、
全
国
合
計

１
１
８
８
件
で
、
前
年
度

か
ら
５
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
都
道
府
県
別
に
み
る

と
、
東
京
都
が
１
７
７
件

（
前
年
度
比
２
件
増
）
と

最
も
多
く
、
全
体
の
14
・

９
％
を
占
め
て
い
ま
す

（
表
２
／
２
面
に
掲
載
）。

　

ま
た
、
大
阪
府
98
件
、

神
奈
川
県
80
件
、
北
海
道

74
件
、
埼
玉
県
73
件
、
愛

知
県
57
件
、
兵
庫
県
56
件

と
な
っ
て
お
り
、
大
都
市

圏
に
登
録
営
業
所
が
集
中

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
合

計
２
７
３
件
の
立
入
検
査

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
訳
は
、
設
備
関
連
が

調
査
件
数
１
９
８
件
／
不

適
件
数
６
件
、
帳
簿
書
類

関
連
が
１
８
６
件
／
９

件
、
そ
の
他
調
査
が
１
４ 

０
件
／
７
件
で
し
た
。

　

都
道
府
県
別
で
は
、
前

年
度
と
同
様
に
登
録
営
業

所
数
が
多
い
大
都
市
圏
で

の
検
査
件
数
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
14
県

で
は
立
入
検
査
等
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
立
入
検
査
等
の

件
数
が
登
録
営
業
所
数
を

上
回
っ
た
都
道
府
県
は
北

海
道
（
83
件
、
前
年
度
は

89
件
）
で
、
前
年
度
超
過

し
て
い
た
岐
阜
県
は
同
数

で
し
た
。
福
島
県
に
つ
い

て
も
、
営
業
所
数
に
迫
る

検
査
件
数
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

特
定
建
築
物
の
立
入
検

査
で
当
協
会
関
連
の
項
目

と
な
る
「
排
水
設
備
の
清

掃
」
は
、
調
査
総
数
１
万 

３
０
２
５
件
中
１
１
１
０

件
が
不
適
合
で
し
た
（
不

適
合
率
８
・
５
％
、
前
年

度
比
０
・
９
㌽
低
下
）。

　

建
築
物
の
用
途
別
で

は
、「
そ
の
他
」
の
不
適
合

率
が
最
も
多
く
11
・
０
％

（
３
・
０
㌽
上
昇
）。
次
い

で「
店
舗
」９
・
４
％（
２
・

４
㌽
低
下
）、「
学
校
」
９
・

０
％
（
３
・
０
㌽
低
下
）

と
な
り
、
前
年
度
の
２
ケ

タ
台
か
ら
低
下
し
て
い
ま

す
。
以
下
、「
旅
館
」
８
・

４
％
（
０
・
２
㌽
上
昇
）、

「
事
務
所
」
７
・
８
％
（
０
・

８
㌽
低
下
）、「
百
貨
店
」

７
・
５
％
（
０
・
３
㌽
上

昇
）、「
興
行
場
」
７
・
３
％

（
０
・
９
㌽
低
下
）で
し
た
。

　
「
排
水
受
け
の
汚
れ
、

閉
塞
の
状
況
点
検
」
は
、

調
査
件
数
９
５
９
９
件
中

１
５
２
２
件
が
不
適
合
で

し
た
（
不
適
合
率
15
・

９
％
、
前
年
度
比
１
・
１

㌽
低
下
）。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
店

舗
」
の
不
適
合
率
が
最
も

高
く
21
・
６
％
（
０
・
１

㌽
上
昇
）
と
な
り
、
次
い

で
「
事
務
所
」
16
・
０
％

（
２
・
７
㌽
低
下
）、「
学
校
」

15
・
８
％
（
０
・
３
㌽
上

昇
）、「
そ
の
他
」
15
・
４
％

（
５
・
０
㌽
上
昇
）、「
旅
館
」

12
・
７
％
（
０
・
４
㌽
上

昇
）、「
百
貨
店
」
11
・
６
％

（
０
・
２
㌽
上
昇
）
が
２
ケ

タ
台
の
不
適
合
率
を
示

し
、
か
つ
「
事
務
所
」
以

外
は
上
昇
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。「
興
行
場
」は
８
・

３
％（
０
・
７
㌽
低
下
）と
、

前
年
度
に
引
き
続
き
１
ケ

タ
台
か
つ
低
下
傾
向
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　私
は
吉
川
英
治
の
大
フ
ァ
ン

で
す
。「
波
騒
は
世
の
常
で
あ
る
。

波
に
ま
か
せ
て
、
泳
ぎ
上
手
に
、

雑
魚
は
歌
い
雑
魚
は
踊
る
。
け

れ
ど
、
誰
か
知
ろ
う
、
百
尺
下

の
水
の
心
を
。
水
の
ふ
か
さ

を
。」▼
こ
の
一
説
に
魅
せ
ら
れ

て「
宮
本
武
蔵
」を
読
み
始
め
ま

し
た
。
寝
食
も
忘
れ
一
気
に
読

了
致
し
ま
し
た
▼「
小
さ
な
山
の

頂
で
ド
カ
ッ
と
あ
ぐ
ら
を
か
く

よ
う
に
な
っ
て
は
お
し
ま
い
で
あ
る
。
い
つ
も
更
に

高
い
頂
上
を
目
指
し
て
い
く
心
で
あ
り
た
い
」「
朝
の

来
な
い
夜
は
な
い
」「
吾
以
外
皆
吾
師
」等
々
。
同
書

に
は
箴
言
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
て
、
座
右
の
銘
の

一
書
と
な
り
ま
し
た
▼
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
で
脳

の
活
性
が
必
要
な
時
。
良
書
に
触
れ
て
未
曾
有
の
国

難
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

﹇
㈱
日
本
パ
イ
プ

　ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　難
波
﹈

―― 良書に触れて ――（第10回）

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
令
和
元
年
度
衛
生
行
政
報
告
例
」
に
よ
る
と
、
排
水
管
清
掃

業
の
６
号
登
録
営
業
所
数
は
全
国
合
計
で
１
１
８
８
件
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
２
７
３

件
の
立
入
検
査
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
施
設
管
理
業
務
の
項
目
別
調
査
の
う
ち
、
当
協

会
に
関
連
す
る
「
排
水
設
備
の
清
掃
」
項
目
の
不
適
合
率
は
８
・
５
％
と
、
前
年
度
比
０
・
９

㌽
低
下
し
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
全
国
管
洗
浄
協
会
は
、
第
19
回
定
時
総
会
を
２
０
２
１
年
５

月
28
日
に
開
催
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、

人
数
を
絞
っ
た
上
で
会
場
（
東
京
・
港
区
芝
公
園
の
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
）
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
後
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
議
案
も
含
め
て
４
月
中
に
各
会
員
向
け
に
お
届

け
す
る
総
会
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

５
月
28
日
に
第
19
回
定
時
総
会

�

人
数
絞
り
会
場
開
催
を
予
定

６号登録営業所1,188件、立入検査等273件
令和元年度衛生行政報告例

「
排
水
管
清
掃
」の
不
適
合
率
８
・
５
％

表１　令和元年度特定建築物施設数・立入検査等回数と
当協会関連調査項目・調査件数・不適件数および率

総数 興行場 百貨店 店舗 事務所 学校 旅館 その他

特定建築物施設数 46,756 1,223 1,866 10,023 19,128 4,159 6,526 3,831

立入検査等回数 27,879 587 936 5,893 12,233 2,328 4,362 1,540

報告徴収 19,367 328 620 3,784 9,956 1,648 1,999 1,032

立入検査 8,512 259 316 2,109 2,277 680 2,363 508

空気環境 ・ 空気調和の調整

排水受けの汚れ、

閉塞の状況点検

調査件数 9,599 288 362 1,429 4,731 732 1,563 494

不適件数 1,522 24 42 308 758 116 198 76

不適合率 15.9% 8.3% 11.6% 21.6% 16.0% 15.8% 12.7% 15.4%

その他

排水設備の

清掃

調査件数 13,025 287 535 3,058 5,069 1,015 2,382 679

不適件数 1,110 21 40 288 395 91 200 75

不適合率 8.5% 7.3% 7.5% 9.4% 7.8% 9.0% 8.4% 11.0%

―お知らせ―
　本紙５月号と６
月号は合併号とし、
６月初旬に発行い
たします。　　　

（1） 令和３年４月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４０４号

＜第４０４号＞



　

国
土
交
通
省
は
２
０
２ 

１
年
２
月
19
日
、
公
共
事

業
の
工
事
費
の
算
定
で
用

い
る
建
設
労
働
者
の
１
日

当
た
り
の
基
準
賃
金
「
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
」

を
、
３
月
か
ら
適
用
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
労
務
単
価

は
、
全
国
・
全
職
種
平
均

で
前
年
度
比
１
・
２
％
増

の
２
万
４
０
９
円
（
１
日

８
時
間
当
た
り
）
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
は
９
年

連
続
で
、
適
用
の
前
倒
し

（
通
常
の
改
定
時
期
は
４

月
）
は
８
年
連
続
に
な
り

ま
す
。

　

労
務
単
価
は
、
毎
年
10

月
の
賃
金
実
態
調
査
を
踏

ま
え
て
鉄
筋
工
や
と
び
職

な
ど
51
職
種
ご
と
に
都
道

府
県
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
土
交
通
省
で
は
、

建
設
需
要
の
増
加
に
伴
い

人
件
費
が
上
昇
し
て
い
る

こ
と
に
対
応
し
、
落
札
し

や
す
い
予
定
価
格
の
設
定

に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

排
水
管
清
掃
作
業
の
積

算
で
は
、
技
術
作
業
員
や

一
般
作
業
員
の
労
務
費
の

積
算
基
準
と
し
て
、
こ
の

労
務
単
価
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

排
水
管
清
掃
の
技
術
作

業
員
は
、
洗
浄
ノ
ズ
ル
で

配
管
の
高
圧
洗
浄
作
業
を

行
う
こ
と
か
ら
、
労
務
費

は
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
特
殊
作
業
員
に
当
た

り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
作
業
員
は

技
術
作
業
員
の
補
助
と
し

て
作
業
全
般
に
当
た
る
た

め
、
労
務
費
は
同
労
務
単

価
の
普
通
作
業
員
に
当
た

り
ま
す
。

　

特
殊
作
業
員
の
労
務
単

価
を
み
る
と
、
最
低
は
鳥

取
県
の
１
万
８
６
０
０
円

で
、
最
高
は
富
山
県
の

２
万
５
０
０
０
円
。
普
通

作
業
員
で
は
、
最
低
は
鳥

取
県
の
１
万
５
０
０
０

円
、
最
高
は
東
京
都
・
神

奈
川
県
の
２
万
１
６
０
０

円
で
し
た
。

　

な
お
、
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
は
、
①
基
本
給

相
当
額
（
所
定
労
働
時
間

内
８
時
間
当
た
り
）
②
当

該
職
種
の
通
常
の
作
業
お

よ
び
作
業
内
容
の
労
働
に

対
す
る
基
準
内
手
当（
同
）

③
賞
与
等
臨
時
の
給
与

（
所
定
労
働
日
数
１
日
当

た
り
）
④
食
事
の
支
給
等

の
実
物
給
与
（
同
）
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、①
時
間
外
、

休
日
お
よ
び
深
夜
の
労
働

に
つ
い
て
の
割
増
賃
金
②

各
職
種
の
通
常
の
作
業
条

件
ま
た
は
作
業
内
容
を
超

え
た
労
働
に
対
す
る
手
当

③
現
場
管
理
費
（
事
業
主

負
担
分
の
法
定
福
利
費
、

研
修
訓
練
等
に
要
す
る
費

用
等
）
お
よ
び
一
般
管
理

費
等
の
諸
経
費
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
で
は
、
参
考
資

料
と
し
て
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
と
、
労
働
者
の

雇
用
に
伴
う
経
費
を
含
め

た
金
額
を
別
表
で
紹
介
し

ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
、
７
月

か
ら
下
水
道
へ
の
紙
オ
ム

ツ
受
け
入
れ
に
関
す
る
新

た
な
社
会
実
験
を
開
始
し

ま
す
。
今
回
検
証
す
る
の

は
「
Ｂ
ａ
（
破
砕
・
回
収
・

一
体
型
）
タ
イ
プ
」
で
、

下
水
道
施
設
へ
の
影
響
に

関
す
る
評
価
・
検
証
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

同
省
で
は
現
在
、
下
水

道
へ
の
紙
オ
ム
ツ
受
入
れ

に
つ
い
て
「
下
水
道
へ
の

紙
オ
ム
ツ
受
入
実
現
に
向

け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に

基
づ
き
検
討
を
進
め
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
ニ
ー
ズ

調
査
や
実
証
実
験
実
施
に

お
け
る
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
実
証
中
の
試
験
は

２
０
２
０
年
度
末
で
終
了

し
、「
Ａ
（
固
形
分
離
型
）

タ
イ
プ
」
に
つ
い
て
も

２
０
２
１
年
度
に
か
け
て

実
証
中
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
新
た
に
「
Ｂ
ａ
タ
イ

プ
」
に
つ
い
て
全
国
１
〜

２
カ
所
程
度
の
地
域
を
選

定
し
、
装
置
が
実
装
さ
れ

た
場
合
の
各
分
野
へ
の
影

響
・
効
果
を
確
認
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
介
護
施

設
や
保
育
園
な
ど
１
施
設

当
た
り
１
〜
２
台
の
装
置

を
設
置
し
、
装
置
の
導
入

前
後
に
お
け
る
、
①
装
置

を
導
入
し
た
施
設
か
ら
の

排
水
状
況
の
変
化（
水
量
、

水
質
等
）
②
ま
す
・
流
入

地
点
付
近
の
下
水
管
内
な

ど
の
状
態
変
化
③
装
置
導

入
前
後
の
設
置
施
設
の
職

７
月
か
ら
新
規
社
会
実
験
を
開
始

下
水
道
紙
オ
ム
ツ
受
け
入
れ
で「
破
砕
・
回
収
型
」を
検
証

員
お
よ
び
利
用
者
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
④

廃
棄
物
分
野
へ
の
影
響

（
収
集
・
運
搬
、
リ
サ
イ

ク
ル
状
況
等
）
な
ど
を
把

握
す
る
予
定
で
す
。
期
間

は
２
〜
３
カ
月
程
度
で
、

紙
オ
ム
ツ
処
理
装
置
の
設

置
は
１
カ
月
程
度
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
参
加
を
希
望
す

る
地
方
自
治
体
向
け
の
説

明
会
を
実
施
済
み
で
、
４

月
に
社
会
実
験
者
を
決
定

し
、
７
月
〜
１
月
に
か
け

て
実
験
を
行
い
、
２
０
２ 

２
年
１
〜
２
月
に
実
験
結

果
を
と
り
ま
と
め
る
予
定

で
す
。

—国土交通省—

「公共工事設計労務単価」
３月から適用

建設労働者の雇用に伴い必要な経費
上段 ： 公共工事設計労務単価

下段 ： 公共工事設計労務単価＋必要経費 （法定福利費 （事業主負担分）、 労務管理費、 宿舎費等）（参考値）

都道府県 特殊作業員 普通作業員 都道府県 特殊作業員 普通作業員 都道府県 特殊作業員 普通作業員

北海道
21,100 17,300 

新潟
22,500 19,000 

岡山
20,000 17,500 

29,700 24,300 31,800 26,700 28,100 24,600 

青森
24,300 17,900 

富山
25,000 20,100 

広島
20,300 18,300 

34,200 25,200 35,200 28,300 28,500 25,700 

岩手
23,400 19,300 

石川
24,100 20,700 

山口
19,000 16,800 

32,900 27,100 33,900 29,100 26,700 23,600 

宮城
24,800 19,200 

岐阜
22,800 20,300 

徳島
20,800 18,800 

34,900 27,000 32,100 28,500 29,200 26,400 

秋田
22,900 18,100 

静岡
22,600 21,400 

香川
21,600 19,300 

32,200 25,400 31,800 30,100 30,400 27,100 

山形
23,000 18,100 

愛知
23,700 20,300 

愛媛
20,400 16,900 

32,300 25,400 33,300 28,500 28,700 23,800 

福島
24,800 19,100 

三重
22,700 19,600 

高知
20,100 17,200 

34,900 26,900 31,900 27,600 28,300 24,200 

茨城
22,000 20,500 

福井
20,500 17,400 

福岡
22,000 19,500 

30,900 28,800 28,800 24,500 30,900 27,400 

栃木
21,700 19,200 

滋賀
20,800 18,600 

佐賀
19,400 16,700 

30,500 27,000 29,200 26,200 27,300 23,500 

群馬
21,700 20,200 

京都
20,200 19,400 

長崎
20,300 17,600 

30,500 28,400 28,400 27,300 28,500 24,700 

埼玉
23,300 20,800 

大阪
21,600 19,000 

熊本
20,700 18,000 

32,800 29,200 30,400 26,700 29,100 25,300 

千葉
24,200 20,500 

兵庫
19,500 19,200 

大分
19,700 16,800 

34,000 28,800 27,400 27,000 27,700 23,600 

東京
24,700 21,600 

奈良
21,800 19,100 

宮崎
22,000 16,400 

34,700 30,400 30,700 26,900 30,900 23,100 

神奈川
24,900 21,600 

和歌山
21,100 19,300 

鹿児島
24,200 17,700 

35,000 30,400 29,700 27,100 34,000 24,900 

山梨
23,800 21,500 

鳥取
18,600 15,000 

沖縄
21,900 19,300 

33,500 30,200 26,200 21,100 30,800 27,100 

長野
22,900 19,800 

島根
19,000 16,200 

32,200 27,800 26,700 22,800 

（１面続き）表２　令和元年度　建築物排水管清掃業の登録営業所数と
立入検査等結果（都道府県別）

登録 

営業所数

立入検査 

等件数

設備 帳簿書類 その他の検査

調査件数 不適件数 調査件数 不適件数 調査件数 不適件数

全　国 1,188 273 198 6 186 9 140 7

北海道 74 83 52 1 51 2 36 1

青　森 23 3 3 - 3 - 1 -

岩　手 7 2 1 - 1 - - -

宮　城 30 4 4 - 4 - - -

秋　田 18 1 1 - - - 1 -

山　形 11 1 1 - 1 - 1 -

福　島 14 11 8 - 8 - 7 -

茨　城 19 0 - - - - - -

栃　木 13 1 - - - - - -

群　馬 14 0 - - - - - -

埼　玉 73 8 8 - 6 - 3 -

千　葉 45 3 2 - 2 - 1 -

東　京 177 40 38 4 36 5 36 -

神奈川 80 20 18 - 19 2 15 5

新　潟 14 7 1 - 1 - - -

富　山 12 0 - - - - - -

石　川 17 2 2 - 2 - 2 -

福　井 7 0 - - - - - -

山　梨 13 0 - - - - - -

長　野 13 1 1 - 1 - 1 -

岐　阜 11 11 - - - - - -

静　岡 27 8 8 - 8 - 6 1

愛　知 57 8 8 - 8 - 8 -

三　重 11 0 - - - - - -

滋　賀 12 2 2 - - - - -

京　都 24 2 - - - - - -

大　阪 98 10 10 1 10 - 10 -

兵　庫 56 6 6 - 4 - - -

奈　良 5 0 - - - - - -

和歌山 8 0 - - - - - -

鳥　取 4 0 - - - - - -

島　根 9 1 1 - 1 - - -

岡　山 17 8 1 - 1 - - -

広　島 28 5 5 - 5 - 2 -

山　口 15 4 3 - 3 - 3 -

徳　島 7 0 - - - - - -

香　川 8 0 - - - - - -

愛　媛 2 0 - - - - - -

高　知 2 0 - - - - - -

福　岡 31 6 1 - 1 - 1 -

佐　賀 6 1 - - - - - -

長　崎 10 0 - - - - - -

熊　本 19 5 5 - 3 - 1 -

大　分 7 1 1 - - - - -

宮　崎 10 4 4 - 4 - 4 -

鹿児島 15 2 2 - 2 - - -

沖　縄 15 2 1 - 1 - 1 -

（2）令和３年４月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４０４号



　

当
協
会
東
京
支
部
は
２ 

０
２
１
年
２
月
22
日
午
後

２
時
か
ら
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

形
式
で
支
部
幹
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
２
０
２
０

年
度
東
京
支
部
総
会
の
議

案
書
に
つ
い
て
協
議
す
る

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を

考
慮
し
て
支
部
総
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
２
０
２
１
年

度
支
部
役
員
の
選
任
と
支

部
選
出
の
理
事
候
補
者
選

任
な
ど
人
事
案
を
中
心
に

協
議
し
ま
し
た
。
支
部
役

員
選
任
に
つ
い
て
は
、
馬

場
孝
之
支
部
長
の
勇
退
に

伴
う
後
任
人
事
と
し
て
、

西
川
昌
樹
氏
の
支
部
長

（
事
務
局
長
兼
任
）
の
選

任
と
池
崎
真
澄
氏
の
支
部

幹
事
の
就
任
案
を
承
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
浦
城
勝

理
事
の
退
任
に
伴
う
支
部

推
薦
理
事
と
し
て
、
池
崎

真
澄
氏
を
推
薦
す
る
案
に

つ
い
て
も
承
認
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
の
事
業

活
動
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
建
築
物
排
水
管
清
掃
技

士
資
格
講
習
や
従
事
者
研

修
な
ど
を
中
心
に
、
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

　

支
部
総
会
に
つ
い
て

は
、
当
初
は
書
面
決
議
で

行
う
予
定
で
し
た
が
、

２
０
２
１
年
３
月
12
日
午

後
２
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
行
う
予
定
で
す
。

　

当
協
会
は
第
３
回
広
報

委
員
会
を
、
２
０
２
１
年

２
月
９
日
午
後
２
時
か
ら

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
形
式
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
題
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
方
法
や

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
回

答
に
対
す
る
課
題
な
ど
で
、

今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を

含
め
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
が
管
轄
す

る
媒
体
と
し
て
、
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
会
報
紙

「
全
管
協
ニ
ュ
ー
ス
」が
あ

り
ま
す
。
今
回
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
会
社
と
の
契

約
更
新
を
機
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
掲
載
・
提
供
内
容
の
拡

大
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　

現
在
準
備
を
進
め
て
い

る「
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
」で

は
、
①
標
準
契
約
書
の
ひ

な
型（
ワ
ー
ド
版
）②「
全

管
協
ニ
ュ
ー
ス
」
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
掲
載
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
委
員
か
ら
は
、
チ
ラ

シ
な
ど
を
各
会
員
が
活
用

で
き
る
よ
う
な
ワ
ー
ド
形

式
で
提
供
す
る
案
も
意
見

と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
ロ
グ
イ
ン
す
る

た
め
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設

定
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
そ
の
告
知
方
法
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い

て
、「
全
管
協
ニ
ュ
ー
ス
」

に
掲
載
し
定
期
的
に
変
更

す
る
案
や
年
１
回
告
知
す

る
案
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
一
般
向
け
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
は
、
①

排
水
管
清
掃
を
新
規
で
ス

タ
ー
ト
す
る
人
向
け
に
映

像
で
紹
介
②
関
連
法
規
の

「
登
録
・
申
請
」
関
連
情

報
の
見
直
し
③
資
格
講
習

の
映
像
の
コ
ン
パ
ク
ト
版

の
紹
介
、
な
ど
の
案
が
示

さ
れ
、
各
委
員
か
ら
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
見
て
お
く

れ
や
す
」
を
含
め
た
寄
稿

原
稿
に
つ
い
て
の
謝
礼
に

つ
い
て
、
新
聞
社
や
雑
誌

社
の
謝
礼
額
な
ど
を
参
考

に
協
議
。
現
状
で
は
同
コ

ラ
ム
の
み
の
寄
稿
枠
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
将

来
の
寄
稿
企
画
の
立
ち
上

げ
を
想
定
し
な
が
ら
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

協
会
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
社
会
貢
献
活
動
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
）、
社
会
的
認

知
度
向
上
な
ど
、
総
務
委

員
会
と
連
携
し
て
推
進
し

て
い
く
テ
ー
マ
が
多
い
こ

と
か
ら
、
早
期
に
総
務
委

員
会
と
の
合
同
会
議
を
開

催
し
て
具
体
的
内
容
の
す

り
合
わ
せ
と
役
割
分
担
な

ど
を
決
め
て
い
き
た
い
と

の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

動
や
従
事
者
研
修
の
講
師

を
10
年
以
上
歴
任
し
た
会

員
を
対
象
と
す
る
と
の
事

務
局
案
に
つ
い
て
、
了
承

し
ま
し
た
。

◇
表
彰
制
度
の
見
直
し

　

40
周
年
事
業
と
し
て
行

う
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て
、

通
年
事
業
と
し
て
対
応
し

て
い
く
こ
と
を
決
め
、
そ

の
た
め
表
彰
規
程
に
「
功

労
者
表
彰
」
に
関
す
る
項

目
を
追
加
す
る
こ
と
に

し
、
追
加
文
言
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
提
示
さ
れ
た

案
を
承
認
し
ま
し
た
。

◇
青
年
部
設
立

　

支
部
活
性
化
委
員
会
と

協
力
し
「
設
立
準
備
委
員

会
」
を
設
立
す
る
予
定
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対

面
で
の
検
討
が
難
し
い
た

め
一
旦
留
保
し
、
今
後
の

状
況
を
み
な
が
ら
再
開
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◇
社
会
貢
献
活
動
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
取
り
組
み
を
始
め

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
17
の
目
標

の
う
ち
６
と
11
番
目
の
２

項
目
）
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て

協
議
。
２
項
目
だ
け
で
な

く
、
他
に
も
活
動
で
き
る

項
目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
委
員
で
情
報
を
収
集
し

た
上
で
継
続
課
題
と
し
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

◇
第
19
回
定
時
総
会
の
開

催
方
法

　

20
年
５
月
に
実
施
し
た

前
回
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
会
場
を
当
協
会
事
務
局

に
変
更
し
、
来
場
自
粛
を

お
願
い
す
る
形
で
実
施

（
事
前
に
委
任
状
提
出
に

よ
り
総
会
成
立
）。
今
回

に
つ
い
て
は
、
40
周
年
と

い
う
区
切
り
も
考
慮
し
開

催
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
状
況
を
み
つ
つ
、

①
従
来
利
用
し
て
い
る
会

場
を
利
用
し
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保

な
ど
感
染
症
対
策
を
徹
底

②
人
数
制
限
は
行
う
③
ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配

信
（
予
定
）
な
ど
に
つ
い

て
、
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◇
40
周
年
事
業

　

記
念
品
の
決
定
と
功
労

者
表
彰
の
対
象
に
つ
い
て

協
議
。
功
労
者
表
彰
に
つ

い
て
は
、
協
会
委
員
会
活

納
会
員
と
い
う
こ
と
で

「
定
款
第
14
条
１
項
に
触

れ
る
た
め
除
名
処
分
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
た
こ

と
、
除
名
処
分
の
場
合
は

総
会
決
議
と
な
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　

現
状
と
し
て
は
、①「
６

カ
月
以
上
会
費
を
滞
納
」

（
定
款
細
則
第
13
条
）
し

て
い
る
た
め
、「
社
員
」
の

資
格
は
損
失
し
て
い
る
こ

と
②
21
年
２
月
１
日
付
で

退
会
届
が
提
出
済
み
③
21

年
３
月
末
の
退
会
届
（
退

会
年
月
ま
で
の
会
費
納
入

義
務
は
承
認
済
み
）。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
た
結
果
、

対
象
会
員
に
対
し
て
延
滞

金
合
計
額
の
提
示
と
再
度

の
支
払
い
依
頼
を
行
い
な

が
ら
、
弁
護
士
と
対
応
を

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
し

◇
20
年
度
収
支
内
訳
報
告

　

５
月
の
定
時
総
会
に
向

け
、
21
年
１
月
末
締
め
分

の
収
支
内
訳
の
報
告
と
、

３
月
末
ま
で
に
想
定
さ
れ

る
収
支
内
容
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
第
47
回
全
国
大

会
で
受
賞
し
た
最
優
秀
賞

の
副
賞
（
賞
金
20
万
円
）

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
一
旦
当
協
会
の
収
入

と
し
て
組
み
込
ん
だ
上

で
、
技
術
委
員
会
の
慰
労

や
次
回
発
表
に
向
け
た
活

動
費
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
（
税

理
士
へ
の
確
認
済
み
）。

◇
退
会
会
員
の
対
応

　

事
務
局
か
ら
、
改
め
て

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現

状
、
滞
納
会
費
分
の
会
計

処
理
に
つ
い
て
の
対
応
を

報
告
。
そ
の
上
で
、
先
般

の
臨
時
理
事
会
で
会
費
滞

　

当
協
会
は
第
５
回
総
務

委
員
会
を
、
２
０
２
１
年

２
月
19
日
の
午
後
２
時
か

ら
全
管
協
事
務
局
会
議
室

を
起
点
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
題
は
、
①
20

年
度
収
支
内
訳
報
告
（
２ 

０
２
１
年
１
月
末
締
め

分
）
②
退
会
会
員
の
対
応

③
第
19
回
定
時
総
会
④
40

周
年
事
業
⑤
表
彰
制
度
の

見
直
し
⑥
青
年
部
設
立
⑦

社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
活
用
方
法
な
ど
検
討

第
３
回
広
報
委
員
会

支部役員選任など検討
東京支部幹事会 第

５
回
総
務
委
員
会

第
５
回
総
務
委
員
会

第
19
回
定
時
総
会
は
会
場
開
催
で
準
備

2021 年度建築物排水管清掃作業従事者研修（７月分まで）
開催日 会場 募集人員

4 月 7 日 （水）

～ 21 日 （水）
（北海道） 自宅学習 100 名

6 月 10 日 （木） （東京①）
機械振興会館

（東京都港区芝公園３丁目５−８)
70 名

6 月 29 日 （火） （沖　縄）
那覇地域職業訓練センター

( 沖縄県那覇市西３丁目１４－１)
30 名

7 月 14 日 （水） （愛　知）

大成株式会社研修センター

( 愛知県名古屋市千種区今池 4-3-23 

大成今池ビル )

50 名

（3） 令和３年４月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４０４号



　

◇
代
表
者
変
更（
敬
称

略
）

【
九
州
支
部
】

　

▽
㈲
ス
ワ
ッ
ト
九
州
：

代
表
取
締
役
社
長
源
川
裕

介
か
ら
源
川
昇
に
変
更

　

当
協
会
が
主
催
す
る
２ 

０
２
０
年
度
建
築
物
排
水

管
清
掃
作
業
従
事
者
研
修

に
つ
い
て
、
２
０
２
１
年

３
月
３
日
に
福
岡
市
中
央

区
の
電
気
ビ
ル
共
創
館
３

階
Ａ
会
議
室
で
開
催
し
、

57
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

感
染
対
策
と
し
て
、
３
密

回
避
と
換
気
を
行
い
な
が

ら
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
時
30
分
か
ら
始
め
た

講
義
で
は
、
初
め
に
「
福

岡
県
に
お
け
る
建
築
物
衛

生
環
境
衛
生
行
政
」
と
題

し
、
福
岡
県
保
健
医
療
介

護
部
生
活
衛
生
課
の
高
﨑

佑
美
講
師
が
講
義
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
建
築
物
衛

生
法
と
関
連
法
令
お
よ
び

排
水
管
清
掃
作
業
の
安
全

と
衛
生
」、「
排
水
設
備
概

論
」「
点
検
診
断
・
検
査
」

に
つ
い
て
は
糸
山
高
博
講

師
、「
排
水
設
備
の
清
掃
実

務
お
よ
び
清
掃
機
器
の
使

用
方
法
」「
業
務
管
理
一

般
論
」
に
つ
い
て
は
難
波

信
二
講
師
が
講
義
を
行
い

ま
し
た
。全
講
義
の
あ
と
、

受
講
者
に
修
了
証
書
を
手

渡
し
、
午
後
５
時
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
建
築
物
衛

生
法
の
経
緯
と
排
水
設
備

の
維
持
管
理
の
基
本
的
考

え
方
、
事
業
者
と
し
て
の

物
的
・
人
的
要
件
な
ど
に

つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も

に
、
排
水
設
備
の
基
本
と

し
て
、
ト
ラ
ッ
プ
や
阻
集

器
の
種
類
・
基
本
形
状
を

学
習
。
内
視
鏡
や
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ

カ
メ
ラ
な
ど
の
検
査
機
器

類
を
使
用
し
た
排
水
管
の

診
断
・
点
検
方
法
な
ど
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
排
水
管
清
掃
マ

ニ
ュ
ア
ル
」「
排
水
管
清
掃

作
業
に
お
け
る
安
全
衛
生

の
重
要
性
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
当
協
会
制
作
ビ
デ
オ

も
上
映
し
、
映
像
で
事
前

調
査
の
重
要
性
や
現
場
で

の
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
グ
ル
ー

プ
の
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
バ
イ

オ
ケ
ミ
フ
ァ
は
、
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
製
品
「
Ａ
Ｔ
Ｐ
ふ
き
取

り
検
査
（
Ａ
３
法
）
ル
ミ

　
（
公
財
）日
本
建
築
衛
生

管
理
教
育
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
「
排
水
管
清

掃
作
業
監
督
者
講
習
会
・

再
講
習
会
」
の
２
０
２
１

年
度
開
催
日
程
が
決
定
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
監
督

者
講
習
会
が
３
回
、
再
講

習
会
は
８
回
開
催
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
排
水
管
清
掃
作
業
監

督
者
講
習
会
」
は
、「
建
築

物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境

の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
28
条
の
３
第
４

号
イ
」
の
規
定
に
よ
り
、

建
築
物
排
水
管
清
掃
業
の

登
録
の
人
的
要
件
で
あ

る
、
排
水
管
清
掃
作
業
監

督
者
の
資
格
を
得
る
た
め

に
必
要
な
知
識
技
能
の
修

得
を
目
的
と
し
て
、
厚
生

労
働
大
臣
登
録
団
体
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
同

講
習
会
を
修
了
後
に
は
修

了
証
書
（
知
事
登
録
の
有

効
期
限
６
年
）
が
交
付
さ

れ
ま
す
（
再
講
習
に
つ
い

て
も
６
年
の
有
効
期
限
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

テ
ス
タ
ー
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
」

（
写
真
）
の
提
案
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

同
製
品
は
、
人
が
触
れ

て
物
に
付
着
す
る
汚
れ
を

測
定
す
る
検
査
シ
ス
テ
ム

で
、
清
浄
度
を
数
値
化
で

き
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
試
薬
キ
ッ
ト
「
ル
シ

パ
ッ
ク
Ａ
３
」
で
蛇
口
や

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
の
検
査
対

象
を
ふ
き
取
り
、
測
定
器

「
ル
ミ
テ
ス
タ
ー
Ｓ
ｍ
ａ

ｒ
ｔ
」
に
差
し
込
む
と
、

測
定
値
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
病
院
や
食

品
工
場
な
ど
衛
生
管
理
が

求
め
ら
れ
る
現
場
向
け
に

提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
を
受
け
、
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
向
け
に

も
提
案
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

排
水
管
清
掃
や
ガ
ス
・

電
気
の
点
検
な
ど
、
宅
内

に
入
る
よ
う
な
業
務
に
お

い
て
は
、
感
染
対
策
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て

い
ま
す
。
使
用
・
接
触
し

た
箇
所
を
ア
ル
コ
ー
ル
で

ふ
き
取
っ
た
後
、
同
キ
ッ

ト
を
使
っ
て
清
浄
度
を
測

定
す
る
こ
と
で
、
消
費
者

に
と
っ
て
も
不
安
解
消
に

つ
な
が
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
ル
シ
パ
ッ
ク
Ａ

３
試
薬
を
１
カ
月
単
位
で

１
キ
ッ
ト
（
１
０
０
本
）

以
上
を
１
回
、
１
年
間
で

６
回
以
上
購
入
す
る
こ
と

を
条
件
に
、「
ル
ミ
テ
ス

タ
ー
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
」
無
償

提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
の
建
築

物
排
水
管
清
掃
作
業
従
事

者
研
修
に
つ
い
て
は
、
年

12
回
開
催
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
（
７
月
分
ま
で

決
定
、
３
面
表
参
照
）。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る

場
合
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
告
知
い
た
し
ま

す
。

会
員
だ
よ
り

（
21
年
２
月
）

　

▽
㈱
環
境
総
合
：
代
表

取
締
役
社
長
宮
﨑
力
男
か

ら
阿
部
隆
に
変
更（
21
年

３
月
）

建
築
物
排
水
管
清
掃
作
業

従
事
者
研
修
を
開
催

福岡
福
岡
会
場

糸山講師

難波講師

高﨑講師

拭
き
取
り
検
査
で
可
視
化

�

キ
ッ
コ
ー
マ
ン

2021 年度　排水管清掃作業監督者講習会日程
講習期間 講習会場 申込受付期間 募集

2021 年

６月１日 （火） ～

６月４日 （金）

三田国際ビル１階

（東京都港区三田 1-4-28）

2021 年

４月７日 （水） ～

４月 13 日 （火）

100 人

11 月 15 日 （月） ～

11 月 18 日 （木）

阪急千里中央ビル９階

（大阪府豊中市新千里東町 1-4-1）

９月 28 日 （火） ～

10 月４日 （月）
100 人

2022 年

１月 11 日 （火） ～

１月 14 日 （金）

三田国際ビル１階

（東京都港区三田 1-4-28）

2022 年

11 月 16 日 （火） ～

11 月 22 日 （月）

100 人

2021 年度　排水管清掃作業監督者再講習会　開催日程
講習期間

（修了証書交付予定日）
講習会場 申込受付期間 募集

2021 年

４月 15 日 （木） ～

４月 16 日 （金）

 （５月 14 日） 三田国際ビル１階

（東京都港区三田 1-4-28）
（受付終了）

100 人

４月 21 日 （水） ～

４月 22 日 （木）

 （５月 14 日）

100 人

４月 27 日 （火） ～

４月 28 日 （水）

 （５月 29 日）

沖縄産業支援センター

（沖縄県那覇市字小禄 1831-1）
（受付終了） 100 人

６月３日 （木） ～

６月４日 （金）

 （７月５日）

阪急千里中央ビル９階

（大阪府豊中市新千里東町 1-4-1）

４月８日 （木） ～

４月 14 日 （水）
100 人

９月２日 （木） ～

９月３日 （金）

 （10 月 12 日）

三田国際ビル１階

（東京都港区三田 1-4-28）

７月 13 日 （火） ～

７月 19 日 （月）
100 人

９月９日 （木） ～

９月 10 日 （金）

 （10 月 12 日）

大成今池研修センター

（愛知県名古屋市千種区

　今池 4-3-23　大成今池ビル）

７月 20 日 （火） ～

７月 28 日 （水）
100 人

12 月９日 （木） ～

12 月 10 日 （金）

 （2022 年１月 11 日）

阪急千里中央ビル９階

（大阪府豊中市新千里東町 1-4-1）

10 月 19 日 （火） ～

10 月 25 日 （月）
100 人

12 月 14 日 （火） ～

12 月 15 日 （水）

 （１月 16 日）

福岡生活衛生食品会館５階

（福岡県福岡市博多区千代 1-2-4）

10 月 21 日 （木） ～

10 月 27 日 （水）
100 人

21年度監督者講習・
再講習の日程決定
日本建築衛生管理教育センター

いつの時代もRIDGID《リジッド》はプロフェッショナルのために

〒224-0026 神奈川県横浜市都筑区南山田町4105
TEL : 045-534-8243　FAX : 045-624-9123　mail : cesridgid@ces-net.com

〒140-0002 東京都品川区東品川1-2-5 リバーサイド品川港南ビル5階
TEL : 03-5769-6953　FAX : 03-4496-4286　mail : RIDGID-CS@emerson.com

いつの時代もRIDGID《リジッド》はプロフェッショナルのために

株式会社コア･エレクトロニックシステム リジッド製品修理センター
●修理に関するお問合せ

日本エマソン株式会社　リッジ事業部

手動・電動両
用

オートフィー
ド 小型で

汎用性が高い

プロ用

●製品に関するお問合せ

新製品
〈Facebook〉 〈Instagram〉

パワースピン＋
品番：57043
適応管径：φ20～40mm
￥13,200（税抜）

K-50
適応管径：φ19～100mm
￥186,000～（税抜）

ケーブル残量
が

見える！
お手ごろな価

格！

革新的な
新機種が新登

場！
パワークリア
品番：59148
適応管径：φ19～38mm
￥36,100（税抜）

●その他の製品情報はホームページよりご確認ください。　https://www.ridgid.jp

フレックスシャフト
（チェーン回転式ドレンクリーナー）
品番：64268　K9-102
適用管径：φ32～50mm
ケーブル径：φ6mm
ケーブル長：15.2m
￥186,000（税抜）

品番：64278　K9-204
適用管径：φ50～100mm
ケーブル径：φ8mm
ケーブル長：21.3m
￥280,000（税抜）

●ケーブル先端のチェーンが回転し、
  管内いっぱいに広がります！
●遠心力で詰まりを効率的に除去！
●充電式電動ドリルを使用。
  コードレスで持ち運びにも便利！

〈製品紹介動画〉

（4）令和３年４月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４０４号


